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	応用
	抗原情報
	背景
	mRNAプロセシング機構に関与する異種核リボ核タンパク質（hnRNP）。CRDを介したMYC mRNAの安定性を促進する複合体の構成要素。アイソフォーム1、アイソフォーム2、およびアイソフォーム3は、in vitroにおいてプレmRNA、スプライシング中間体、および成熟mRNAタンパク質複合体と関連する。
	研究分野
	微生物学
	画像データ
	

	hnRNP Q 抗体を使用したマウス腸管 3T3 溶解物中の hnRNP Q のウエスタンブロット分析。
	

	hnRNP Q 抗体を使用した K562 溶解物中の hnRNP Q のウエスタンブロット分析。
	

	Hela中のhnRNP Q（緑）のhnRNP Q抗体およびDAPI（青）を用いた免疫細胞化学分析
	

	hnRNP Q 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

